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滋賀県甲賀警察署
交通課長  田

た
中
なか

　充
みつる

 警部

かけがえのない命を守るために
思いやり  笑顔いきかう  滋賀の道

─ 平成24年度 滋賀県交通安全スローガン ─

　―全国で発生した交通事故で、昨年亡くなった方は4,611人です。最も多かった昭和45年
に比べると３割以下になっています―　この一文を読んで、どのような感想を持たれますか？
　事故が少なくなっていることは良いことですが、統計数字に表れない悲しみや後悔の数は
もっと大きく、いつまでも癒えることはありません。重大な死亡事故はもちろん、生涯に渡っ
て後遺症に苦しむ事故もあります。交通事故はあまりにも多くのものを奪っていきます。

甲賀市でも近年、500件前後の交通事故が毎年発生していますが、注意すれば防げます。
本紙では、今月号から皆さんにルールやマナーを再チェックしていただき、限りなく事故ゼ

ロをめざしてシリーズで交通安全を考えていきます。

〜悲惨な交通事故　限りなく0
ゼロ

をめざして〜

　市内で発生した人身事故のうち、信号機の
ない交差点での出合頭事故は、163件発生し
ています。これは、全体の約３割を占め、各市
平均と比べても高
い結果でした。 甲賀市の人身事故507件中

◆平成22年のシートベルト着用率は
滋賀県／全国ワースト１位
甲賀市／県内ワースト１位

◆平成23年のシートベルト着用率は
滋賀県／全国ワースト２位
甲賀市／県内ワースト７位

※県内 19市町中

◦�市内で発生した事故のうち、約１割を占め
るのが、カーブ地点での事故。

◦�正面衝突の事故発生率は、高島市に次いで
県内ワースト２位

　
シ
リ
ー
ズ
の
初
回
と
し
て
、甲
賀
警
察
署
田
中

交
通
課
長
に
お
話
を
聞
き
ま
し
た
。
田
中
課
長

が
述
べ
ら
れ
る
よ
う
に
、市
内
に
は
国
道
や
県
道
、

市
道
が
整
備
さ
れ
、自
動
車
や
バ
イ
ク
、自
転
車

は
生
活
に
欠
か
せ
な
い
交
通
手
段
に
な
っ
て
い
ま

す
。
毎
日
、人
や
乗
り
物
が
道
路
を
行
き
か
う
中

で
事
故
が
起
こ
り
ま
す
。
事
故
は
、決
し
て
偶
然

き
モ
ラ
ル
や
ル
ー
ル
、マ
ナ
ー
を
軽
視
す
る
行
為

に
つ
な
が
り
、事
故
の
原
因
と
な
り
ま
す
。

　
先
を
急
げ
と
ば
か
り
に
車
間
距
離
を
詰
め
る

車
、対
向
車
が
な
け
れ
ば
制
限
速
度
無
視
で
追
い

越
す
車
、赤
信
号
の
代
り
端
で
も
平
気
で
交
差
点

へ
進
入
す
る
車
な
ど
を
、皆
さ
ん
も
目
に
し
た
こ

と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

甲
賀
市
は
、警
察
の
ま
と
め
に
よ
る
と
、シ
ー
ト

ベ
ル
ト
の
着
用
率
の
低
さ
や
出
合
頭
事
故
が
多
い

こ
と
か
ら
、交
通
安
全
意
識
の
希
薄
さ
が
見
受
け

ら
れ
る
結
果
が
出
て
い
ま
す
。
ま
た
、絶
対
に

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
飲
酒
運
転
も
多
い
と
の
こ
と

で
す
。
警
察
は
取
り
締
ま
り
を
強
化
し
、市
行
政

も
広
報
や
立
番
な
ど
交
通
安
全
の
啓
発
を
行
っ
て

い
ま
す
が
、ハ
ン
ド
ル
を
握
る一人
ひ
と
り
の
意
識

が
高
ま
ら
な
い
限
り
は
悲
惨
な
事
故
は
な
く
な
り

で
は
な
く
、必
ず
原
因
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
多
く

は
、車
や
道
路
環
境
で
は
な
く
、人
間
の
心
理
的

な
部
分
に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
て
い
る
の
で

す
。
た
と
え
ば
、時
間
に
間
に
合
わ
な
い
か
も
し

れ
な
い
と
い
う
焦
り
や
、い
つ
も
通
っ
て
い
る
道
だ

か
ら
と
い
う
慣
れ
、こ
の
く
ら
い
大
丈
夫
だ
ろ
う

と
い
う
過
信
な
ど
、さ
ま
ざ
ま
な
感
情
が
守
る
べ

ま
せ
ん
。

　
も
う
す
ぐ
新
学
期
で
す
。
中
学
１
年
生
が
自

転
車
で
通
学
し
ま
す
。
小
学
１
年
生
は
上
級
生
と

一
緒
に
長
い
通
学
路
を
歩
い
て
通
い
始
め
ま
す
。

未
来
あ
る
子
ど
も
た
ち
が
絶
対
に
交
通
事
故
に

巻
き
込
ま
れ
な
い
よ
う
に
す
る
こ
と
は
も
ち
ろ

ん
、危
険
な
思
い
を
さ
せ
な
い
こ
と
も
大
人
の
責

務
で
す
。

甲
賀
市
か
ら
交
通
事
故
を
限
り
な
く
ゼ
ロ
に

す
る
た
め
、一緒
に
考
え
、取
り
組
ん
で
い
た
だ
く

よ
う
お
願
い
し
ま
す
。
次
号
は
自
転
車
事
故
を

テ
ー
マ
に
取
り
上
げ
る
予
定
で
す
。

「車と人、お互いが気遣うようになれば」
甲賀市は、昔から交通事故が多

い地域です。
　原因として、一つは交通環境が
挙げられます。市内を通る国道
や県道の距離が長く、交差点が多
数存在することから、特に出合頭
事故が多発する環境にあります。
　もう一つは、シートベルトの着
用率からも分かるように、交通安
全に対する意識が希薄だという
ことが挙げられます。
◦高齢者と保護者の皆さんへ

　悲しいことに最近では、子どもと高齢者が巻き込まれる事
故が特に多く発生しています。
　高齢の方は、歩いて道を横断する時など「車が避けるだろ
う」という考えは危険です。運転者から見えていないことも
ありえるのです。
　特に夕暮れ時などは反射材を身に着けるなど「自分の身は
自分で守る」意識を持つようにしてください。
　また、小さいお子さんは、飛び出し事故が多く、小学生以上
になると自転車事故が増えます。ご家庭でも車に注意する
よう指導をお願いします。
※�事故に遭った場合は、けがが無くても必ず警察に連絡をして

ください。（甲賀警察署　☎62‐4155）
◦事故を防ぐためには

　事故を防ぐためには、警察だけでは困難です。警察と市、
自治振興会をはじめ地域の皆さんの一体となった取り組み
で少しずつ改善していきます。
　車と人、お互いが気遣うようになれば事故は減ります。運
転者はマナーと思いやりが、歩行者は「自分の身は自分で守
る」意識と行動が大切です。
◦飲酒運転ゼロをめざして

　最後に、飲酒運転による事故も多く発生しています。
　「もし自分の大切な人が飲酒運転の犠牲者となったら…」
と想像すれば「ちょっとくらいなら見つからないだろう」と
は、思わないはずです。
　飲酒運転は、悲しい結末をもたらす、許すことのできない
犯罪です。一人ひとりが強い決意を持って、甲賀から飲酒運
転を無くしていきましょう。

安
全
運
転
チ
ェ
ッ
ク
リ
ス
ト

新
入
学（
園
）児
の

交
通
事
故
防
止
運
動

　
普
段
、ど
ん
な
運
転
を
し
て
い
ま
す
か
。

あ
て
は
ま
る
項
目
に
チ
ェ
ッ
ク
し
て
み
て

く
だ
さ
い
。

　
い
く
つ
か
心
当
た
り
が
あ
り
ま
せ
ん
で

し
た
か
。「
ヒ
ヤ
リ
」や「
ハ
ッ
ト
」す
る
こ

と
や
、イ
ラ
イ
ラ
す
る
よ
う
な
こ
と
が
多

い
と
、や
が
て
は
事
故
に
つ
な
が
る
お
そ

れ
が
あ
り
ま
す
。

□脇見や考え事をしていて、ハッとすることがある
□�前の車のブレーキランプに気づくのが遅れて、慌てることがある
□運転中、よくオーディオ、テレビの操作をする
□眠気を感じて、ヒヤリとすることがある
□何度も信号で止められると、とてもいやな感じがする
□他の人の運転に腹を立てることが多い
□横断歩道のすぐ手前で、歩行者や自転車に気づくことがある
□運転中、身支度や飲食をする
□割り込みされそうな時は、車間距離をつめる
□走行中、携帯電話に着信があると、受けてしまう

【
実
践
事
項
】

□
運
転
者
の
皆
さ
ん
は

◦
学
校
や
公
園
な
ど
、子
ど
も
が
い
そ
う

な
場
所
で
は
徐
行
し
、子
ど
も
を
見
か

け
た
と
き
は
、不
意
の
行
動
に
対
応
で

き
る
よ
う
、思
い
や
り
運
転
に
心
が
け

ま
し
ょ
う
。

◦
違
法
駐
車・迷
惑
駐
車
は
、道
路
の
見
通

し
を
妨
げ
、飛
び
出
し
事
故
の
原
因
と

な
る
の
で
や
め
ま
し
ょ
う
。

◦
子
ど
も
を
自
動
車
に
乗
車
さ
せ
る
と
き

は
、乳
児
用
・
幼
児
用
・
学
童
用
シ
ー
ト

な
ど
、体
型
に
合
っ
た
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
正
し
く
着
用
さ
せ
ま
し
ょ

う
。

□
保
護
者
の
皆
さ
ん
は

◦
入
学（
園
）前
ま
で
に
、子
ど
も
と
一
緒

に
通
学（
園
）路
を
歩
き
、子
ど
も
の
目

線
で
危
険
箇
所
を
確
認
し
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、道
路
の
歩
き
方
、横
断
方
法
、信

号
の
見
方
等
、実
際
の
道
路
状
況
に
応

じ
た
注
意
点
を
具
体
的
に
繰
り
返
し
教

え
ま
し
ょ
う
。

◦
自
転
車
に
乗
車
す
る
子
ど
も
に
は
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

◦
自
転
車
の
後
部
に
子
ど
も
を
乗
せ
る
場

合
は
、乗
車
装
置
を
設
置
し
、ヘ
ル
メ
ッ

ト
を
着
用
さ
せ
ま
し
ょ
う
。

【
実
施
期
間
】

　
３
月
15
日（
木
）
～
４
月
15
日（
日
）

　
交
通
安
全
推
進
の
た
め
４
月
15
日
号
か
ら
毎

月
１
回「
交
通
事
故
ゼ
ロ
へ
の
道
」の
連
載
を

行
っ
て
い
く
予
定
で
す
。

● インタビュー ●

《 甲賀市内交通事故発生状況 》

《 カーブ地点や正面衝突の事故が多い 》

《 出合頭事故が多い 》

《 シートベルトの着用率が低い 》
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44NO.地域市民センター東西南北

甲南中部自治振興会
甲南中部学区は、以前は、農林業を中心に栄えてきま

したが、開通した新名神高速道路や大型商業施設の出店
等が相次ぎ、飛躍的に交通量が増え、甲南町地域の中心
市街地へと移り変わってきました。
　そうした中、昨年 10月に設立された甲南中部自治振
興会では、人付き合いの希薄化や高齢者の増加、農林業
の担い手不足などの地域課題解決のため、平成 23年度
から３年間を期間とした「甲南中部自治振興会地域づく
り計画」が策定されました。
　将来を見据えた同地域の地域づくり計画、その具現化
は、地域がさらに元気になるための大きな一歩になるこ
とに期待が集まります。

甲南中部自治振興会
服
はっ

部
とり

　靜
しず

夫
お

会長に聞きました

── �自治振興会設立に至った経過や
ご苦労されたことをお聞かせください

　この地域の５つの区や自治会は、しっかりと自立した
自治組織であることから、自治振興会をすぐに設立しな
ければならないという状況ではありませんでした。
　しかし、改めて現在の状況と将来を見据えたときに、
この機会に設立しておくことが望ましいのではないかと
平成 22年 11 月の学区区長会で検討していただき、設
立準備委員会を組織する事前の準備会を翌 12月に発足
させ、各区への説明会を積極的に行いました。
　準備会で地域の課題を掘り下げ、昨年５月に自治振興
会設立準備委員会を立ち上げ、地域のビジョンを描き、
10月 15日に設立総会を開催して、「甲南中部自治振興
会」をスタートさせました。

── �すでに事業も実施されているということですが

　当会は、年度半ばに設立されたことから、今年度は、
まちづくり基本方針に掲げている「誰もが安全で安心し
て暮らすことができるまちづくり」に事業を集中させ、
「安全・安心まちづくり事業」に取り組んでいます。
　具体的には、地域
振興部会を中心に、
夜間における地域の
危険箇所をチェック
し、地域内に設置し
ている防犯灯につい
て再検討し、管内の
64 カ所の防犯灯に
ついて、環境にやさしいＬＥＤへの交換、12カ所につ
いて新規設置に取り組んでいます。

── �甲南中部自治振興会のＰＲをどうぞ

　当会では、各区・自治会の活動が尊重され、身近な地
域におけるコミュニティ推進が図られるとともに、困っ
たときには、甲南中部学区住民・組織団体みんなが支え
合いながら地域振興が推進されていく、そんな地域をめ
ざしています。
　当会のキャッチフレーズ「そよ風がやさしさつなぐ共
生の里」にもありますように、以前から地域で培われて
きた「そよ風のように自治を育む」の精神を大切にし、
それぞれの区・自治会を思いやりながら、また、この地
域を支え続けてきた高齢者や未来を担う子どもたちをや
さしく見守りながら、つながりあって、「困った時はお
互い様」の気持ちで、新しい自治振興組織を運営してい
きたいと思います。

―そよ風がやさしさつなぐ共生（ともいき）の里―

地域コミュニティ推進室
☎65-0687　Fax63-4554問い合わせ

　

２
月
25
日
、か
し
わ
ぎ
自
治
振
興
会

（
体
育
部
会
）が
主

催
す
る
ボ
ウ
リ
ン

グ
大
会
が
開
催
さ

れ
、約
50
名
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
、地
域
の
皆
さ

ん
が
ボ
ウ
リ
ン
グ

を
通
じ
て
、楽
し

く
交
流
し
、顔
馴

染
み
に
な
れ
る
機
会
に
な
れ
ば
と
計
画

さ
れ
た
も
の
で
す
。
特
に
今
回
は
、若
い

世
代
か
ら
の
参
加
も
期
待
し
、お
お
む
ね

高
校
生
以
上
の
皆
さ
ん
を
対
象
と
し
て

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、こ
れ
ま
で
自
治
振
興
会
の
事
業

を
担
当
す
る
役
員
が
、そ
の
準
備
や
運
営

に
追
わ
れ
て
し
ま
い
、自
ら
も
楽
し
む
こ

と
が
で
き
た
の
か
と
い
う
視
点
か
ら
、役

員
も
一
緒
に
楽
し
む
こ
と
を
ま
ず
第
一

に
考
え
た
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
さ
れ

た
も
の
で
も
あ
り
ま
す
。
当
日
は
好
プ

レ
ー
が
続
出
し
、満
面
の
笑
顔
や
大
き
な

歓
声
で
溢
れ
た
大
会
と
な
り
、今
後
も
、

「
み
ん
な
で
楽
し
め
る
イ
ベ
ン
ト
」の
開

催
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

　

２
月
８
日
、希
望
ヶ
丘
保
育
園
で
、

日
本
の
伝

統
文
化
を

体
験
し
よ

う
と
お
茶

会
が
開
催

さ
れ
ま
し

た
。

　
こ
の
日

は
、土
山

町
の
井い

の
上う
え

喜き

代よ

子こ

さ
ん
か
ら
茶
道
の
作
法
な
ど

を
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、年
長
組

の
園
児
が
、年
中
組
の
園
児
に
お
茶
を

振
る
舞
い
ま
し
た
。

　

い
つ
も
園
庭
を
元
気
に
走
り
回
っ

て
い
る
園
児
も
少
し
緊
張
し
た
様
子

で
、「
ど
う
ぞ
」と
言
葉
を
添
え
な
が

ら
、お
菓
子
と
自
分
で
た
て
た
お
茶
を

行
儀
よ
く
運
び
ま
し
た
。

　

大
き
な
お
茶
碗
を
両
手
で
持
ち
な

が
ら
、初
め
て
飲
む
お
茶
に
、思
わ
ず

「
少
し
苦
い
」と
声
を
出
す
園
児
も
い

ま
し
た
が
、行
儀
よ
く
お
点
前
を
い
た

だ
い
て
い
ま
し
た
。

2
月
22

日
、山
内

自
治
振
興

会
が
行
っ

て
い
る

「
美
し
い

里
山
再
生

事
業
」の

現
場
見
学

会
が
地
元

の
山
林
で

行
わ
れ
ま
し
た
。

　
見
学
に
訪
れ
た
の
は
、山
内
小
学
校

4
年
生
児
童
7
名
で
、重
機
の
通
る
作

業
道
を
歩
き
、甲
賀
森
林
組
合
の
方
や

地
元
の
方
か
ら
、間
伐
な
ど
し
て
山
を

整
備
す
る
大
切
さ
や
、森
林
の
働
き
な

ど
の
説
明
を
真
剣
に
聞
い
て
い
ま
し

た
。
そ
し
て
、普
段
あ
ま
り
見
る
こ
と

の
な
い
最
新
の
林
業
機
械
の
実
演
を

見
た
り
、乗
せ
て
も
ら
っ
た
り
し
て
楽

し
く
地
域
の
環
境
に
つ
い
て
学
び
ま

し
た
。　

　

最
後
に
児
童
ら
は
帽
子
や
杉
の
輪

切
り
の
お
土
産
を
も
ら
い
、満
足
そ
う

に
見
学
会
を
終
え
ま
し
た
。

2
月
25

日
に
黄
瀬

交
流
館
さ

ら
ら
で
、

雲
井
自
治

振
興
会
主

催
の「
人

権
学
習
の

つ
ど
い
」

が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
約
40
名
の
地
域
の
方
に

参
加
を
い
た
だ
き
、人
推
協
信
楽
支
部

男
女
共
同
参
画
部
会
の
皆
さ
ん
に
よ

る
人
権
朗
読
劇
や
人
権
推
進
課
の
講

演
な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
人
権
朗
読
劇
で
は
、喫
茶
店
に
集
ま

る
人
々
の
会
話
や
暮
ら
し
の
中
か
ら
、

日
常
に
潜
む
差
別
意
識
に
つ
い
て
、ま

た
講
演
で
は
、東
日
本
大
震
災
に
関
す

る
話
や
、「
稲
む
ら
の
火
」と
い
う
紙
芝

居
を
題
材
に
、人
権
の
も
っ
と
も
基
本

で
あ
る「
い
の
ち
の
大
切
さ
」を
参
加

者
が
そ
れ
ぞ
れ
に
感
じ
取
れ
る
す
ば

ら
し
い
内
容
で
し
た
。

み
ん
な
で
楽
し
く

ボ
ウ
リ
ン
グ

柏
木
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

希
望
ヶ
丘
保
育
園
で

お
茶
会
を
開
催

希
望
ヶ
丘
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

里
山
整
備
を

小
学
生
が
見
学

山
内
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

「
い
の
ち
と
思
い
や
り
大
切
に
…
」

～
人
権
感
覚
を
み
が
こ
う
～

雲
井
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

市町別外国人数　県内4位
　平成22年国勢調査（人口等基本集計）によると、甲賀市に居住している外国
人数は2,225人（男1,205人、女1,020人）で、前回（平成17年）に比べて49人増
加し、県内では第4位となりました。国籍別にみるとブラジルが884人で最も
多く、ついで中国392人、韓国、朝鮮252人、ペルー 211人となっています。
　市町の総人口に占める外国人人口の割合をみると、甲賀市は2.40％で、湖
南市、愛荘町についで県内第3位となっています。滋賀県が1.53％（全国は
1.3％）であることから、甲賀市は外国人がたくさん居住する地域のひとつな
のです。

連続シリーズ 統計からみる 

甲賀市  なんでもランキング
その９

2,225人

0 500 1,000 1,500 2,000 2,500 3,000 3,500 4,000

多賀町
甲良町
竜王町
豊郷町
日野町
野洲市
米原市
高島市
守山市
愛荘町
栗東市

近江八幡市
彦根市
湖南市
草津市
甲賀市

東近江市
長浜市
大津市
(人)

総務課  ☎65-0663　Fax63-4561問い合わせ

市町別外国人数

自治振興会は、市の提案 23地区全てで設立されています。
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地域のコミュニティづくりの推進を 平成23年度  コミュニティ助成事業 ②

▲液晶テレビ▲マッサージ機▲長胴太鼓８台と小鼓２個

甲
賀
市
消
防
団
長
の
青あ
お
木き

宗そ
う
市い
ち
氏
が
こ
の
ほ
ど
、消
防
庁
長

官
定
例
表
彰
の
功
労
章
を
受
章
し
ま
し
た
。

　
こ
の
表
彰
は
、防
火
思
想
の
普
及
、消
防
教
育
の
実
施
等
に
つ

い
て
特
に
優
秀
な
消
防
団
員
に
消
防
庁
長
官
か
ら
贈
ら
れ
る
も

の
で
、３
月
８
日
に
は
東
京
の
日
消
ホ
ー
ル
で
表
彰
式
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　
青
木
団
長
に
は
、市

民
の
安
心・
安
全
を
守

る
た
め
、こ
れ
か
ら
も

他
の
団
員
の
模
範
と

し
て
、ま
す
ま
す
の
活

躍
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

消
防
庁
長
官
定
例
表
彰

功
労
章
受
章

平成 24 年４月より
「森林の土地の所有者届出制度」

がスタートします
　平成23年４月の「森林法」改正に伴い、平成24年４月
から、新たに森林の土地所有者となった方は、その森林
が所在する市町村長への事後届出が必要となります。
　届出は個人か法人かを問わず、売買や相続などによっ
て新たに森林を所有した方全てが対象となります。
　詳しくは、所有者となった森林の所在する市町村の林
務担当窓口、または本市の林業振興課までお問い合わせ
ください。

甲賀市消防団長
青木　宗市氏

林業振興課
☎65-0715　Fax63-4592問い合わせ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
は
、住
民
が
行
う
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
の
支
援
と
宝
く
じ
の
普
及
広
報
を

目
的
と
し
て
、宝
く
じ
の
収
益
金
の
一
部
を
財
源
と

し
て
助
成
さ
れ
る
も
の
で
す
。

　
今
年
度
助
成
を
受
け
ら
れ
た
団
体
を
順
次
紹
介
し

て
い
ま
す
。
今
後
、地
域
内
の
交
流
を
は
じ
め
、円
滑

な
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
活
動
に
期
待
が
寄
せ
ら
れ
ま
す
。

【
一
般
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
】

◎
中
畑
区　
１
６
０
万
円

◦
液
晶
テ
レ
ビ

◦
高
座
椅
子
36
脚

◦
机
12
脚

◦
冷
暖
房
エ
ア
コ
ン

◦
照
明
機
器
９
台
等

◎
三
本
柳
区　
２
５
０
万
円

◦
マ
ッ
サ
ー
ジ
機

◦
テ
ン
ト

◦
液
晶
テ
レ
ビ
、冷
蔵
庫

◦
ビ
デ
オ
カ
メ
ラ

◦
ノ
ー
ト
パ
ソ
コ
ン
等

◎
高
野
区
自
治
会２

５
０
万
円

◦
長
胴
太
鼓
８
台

◦
小
鼓
２
個

◦
液
晶
テ
レ
ビ
２
台

◦
会
議
用
テ
ー
ブ
ル
10
脚

◦
折
り
た
た
み
イ
ス
30
脚
等

問
い
合
わ
せ

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
推
進
室

☎
６
５
‐
０
６
８
７　
Fax
６
３
‐
４
５
５
４

　

４
月
１
日
に
本
市
は
景
観

法
に
基
づ
く
景
観
行
政
団
体

に
な
り
ま
す
。

　
景
観
行
政
団
体
に
な
る
と
、

景
観
形
成
の
方
針
や
建
築
物

等
の
行
為
の
制
限
等
を
定
め

る「
景
観
計
画
」の
策
定
や
、景

観
上
重
要
な
建
造
物
や
樹
木

の
保
全
を
目
的
と
し
た「
景
観

重
要
建
造
物・
樹
木
」の
指
定

な
ど
が
で
き
ま
す
。

　

市
と
し
て
は
こ
れ
ま
で
以

上
に
、市
民
の
皆
さ
ん
が
景
観

に
対
し
て
関
心
を
持
ち
、地
域

へ
の
愛
着
を
深
め
、誇
り
を
持

て
る
景
観
行
政
を
め
ざ
し
て

い
き
ま
す
。

４
月
１
日　

甲
賀
市
が

景
観
行
政
団
体
に

問
い
合
わ
せ

　
都
市
計
画
課

☎
６
５
‐
０
７
１
９

Fax
６
３
‐
４
６
０
１

人の 和
スポーツの 輪
コミュニティーの 話

◆綾野ゆうゆうクラブ（水口）

【主な活動種目】
ハイキング、太極拳、
グラウンドゴルフなど

　連絡先　
水口体育館内　☎62-5554

◆鮎っ子クラブ（土山）

【主な活動種目】
　ボール遊び(ドッジボールなど)、　

ニュースポーツなど
　連絡先　
鮎河地域市民センター
(鮎河公民館内）　☎69-0204

◆スポーツクラブC
チ ャ オ
iao（土山）

【主な活動種目】
エアロビウォーキング、
健康エクササイズなど

　連絡先　
スポーツクラブCiao　☎66-2533

◆KOHNAN
忍にんスポーツクラブ（甲南）

【主な活動種目】
フリースポーツデー (土曜日夜に開催)

　卓球、テニスなど
　連絡先　
クラブハウス　☎

◆柏木レインボークラブ（水口）

【主な活動種目】
　健康体操、スマイルスポーツなど
　連絡先　
柏木レインボークラブ事務局
☎62-0404

◆城山あいあいクラブ（水口）

【主な活動種目】
　ビーチボール、ドッジビー、

ラージボール卓球など
　連絡先　
城山あいあいクラブ　☎63-8177

◆はーと貴生川
スポーツクラブ（水口）

【主な活動種目】
陸上教室、スマイルスポーツ、
手づくり教室など

　連絡先　
はーと貴生川  スポーツクラブ事務局
☎63-3709

◆こうかサスケくらぶ（甲賀）

【主な活動種目】
　ピラティス、ゴルフ教室、

ソフトテニスなど
　連絡先　
こうかサスケくらぶ事務局
☎88-5900

◆伴谷BANBANクラブ（水口）

【主な活動種目】
　わんぱくキッズ、健康体操、
　文化教室など
　連絡先　
伴谷BANBANクラブ事務局
☎62-5379

◆ぽぽんた倶楽部（信楽）

【主な活動種目】
シルバーわくわく教室、
太極拳、ヨガなど

　連絡先　
信楽体育館内　☎82-0941

　市内には総合型地域スポーツクラブが10クラブあります。
　様々な年代の人たちが、一緒に楽しく体を動かしながら健康づく
りができ、地域ごとに特色をもった活動をされています。
　各クラブとも定着した活動種目に加え、毎年新しいイベントや大
会も企画され、「家族で参加できるので楽しい」「子ども達がガンバレ
と声を掛けてくれ元気をもらっています」など、年齢に関わらず仲間
と一緒に楽しめる魅力があります。
　また、スポーツだけでなく住民交流イベントや文化教室も行なわ
れています。東日本大震災の被災地で支援活動をされた団体もあり
ます。
　これから、何か運動をしたい、体を動かしてみたいと思う方は、ぜ
ひ下記のスポーツクラブにお気軽にお問い合わせ下さい。

文化スポーツ振興課　☎86-8023　 Fax86-8380問い合わせ

　忍の里プララで２月18日、これからの甲賀市の観
光振興を考える二つのイベントが行われ、旅行関係
業者や農林業者、商工業者ら約150名が参加しまし
た。
　第一部では、日本観光研究学会関西支部主催の地
区懇話会が開催され、流通科学大学教授高

たか
橋
はし

一
かず

夫
お

氏
による基調講演をはじめ、市が取り組みを進めてい
る新名神高速道路を活用した観光戦略について「こ
うかブランドマネジメント会議」からの活動報告、ま
た「こうかブランド」の活用についてのパネルディス
カッションが行われました。
　第二部では、甲賀市ビジネスマッチングフェアが
開催され、地元産の食材を使った15の飲食ブースの 
　　出展のもと、参加者による試食会が行われまし

た。
　この催し
は、新 名 物
を広く知っ
てもらうこ
とで、「こう
か ブ ラ ン
ド」の価値
を 高 め、出
展者の販路
拡大につなげるとともに市内への観光客の誘客をめ
ざして実施したものです。
　参加された皆さんは、地元ならではの名物を味わ
いながら、積極的に情報交換を行っていました。

観光振興をめざし異業種間交流
―日本観光研究学会関西支部地区懇話会・甲賀市ビジネスマッチングフェア開催―

新名物のPRを行う出展者
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＊ 一時預かり保育事業のご案内 ＊

＊ 休日保育事業のご案内 ＊

　保護者の方の仕事や病気・育児疲れ等のため、緊急または一時的に保育を必要とする場合に
お子さんをお預かりします。

保護者の方が休日に仕事のため保育を必要とする
場合に、お子さんをお預かりします。

市内に住民登録がある方で保育園または認定こども園（長時部）に在園されていない
お子さん　《生後6か月（満6か月になった翌月）～小学校入学前のお子さん》

（市外の方については、特別な必要があると認められ、施設に余裕がある場合のみの利用と
なりますので、実施施設にお問い合わせください。）

■利用できる方：�市内に住民登録がある方で市内の保育園
または認定こども園（長時部）に在園され
ているお子さん

■利用料金：
　

　■ 利用手続き：登録制（登録年度1年間有効）
　■ 利用日：日曜・祝日（毎月第3日曜と年始年末は休園）
　■ 利用時間：８：30 ～ 16：30（延長17：30まで）

年齢・利用時間によって異なります

※年齢は4月1日現在
　の満年齢です

市内在住 市外の方で特別な必要が
あると認められる方　　

1日（8h以内） 半日（4h以内） 1日（8h以内） 半日（4h以内）
0、1、2歳児 2,800円 1,400円 4,000円 2,000円
3歳児 1,400円 700円 2,600円 1,300円
4、5歳児 1,200円 600円 2,000円 1,000円

※年度途中に誕生日がきても、利用料金が変わることはありません。
※施設によって別費用が発生する場合があります（詳細は各施設へお問い合わせください）。

利用できる方

利用料金

　　利用手続き　　	 登録制（登録年度1年間有効）
　　利 用 日 数 　　	理由に関わらず、1か月に14日以内

でご利用いただけます。
　　利 用 時 間　　	 平　日…8：30 ～ 16：30
	 土曜日…相談に応じます（緊急時等）

　　利用手続き　　	 申請制 �（緊急の場合〈利用理由②〉を除き、利用希望日7日前までに申請）
　　利 用 日 数 　　	理由により、ご利用いただける日数が定められています。

利用理由 利用日数
①�家庭における保育が困難な場合
　（仕事・就職活動・免許取得・定期的な通院等） 週3日以内

②�社会的にやむを得ずに保育ができない場合
　（急な入院・出産・冠婚葬祭等）

緊急理由発生日を
含む14日以内

③育児に伴う心身の負担を軽減するため
　（リフレッシュ、美容院、買い物、趣味の教室等） 週1日以内

　　利 用 時 間　　	 平　日…実施施設の開園時間において
	 　　　　8時間を限度
	 土曜日…9：00 ～ 12：00

社会福祉法人ひまわり会　水口北保育園
☎62-1085 ／ Fax63-8617
社会福祉法人甲南会　甲南のぞみ保育園
☎86-0878 ／ Fax86-0740

※�お問い合わせは直接上記の実施園にご連絡く
ださい。

実施施設

社会福祉法人ひまわり会　柏木保育園
☎・Fax62-2770

※�お問い合わせは直接上記の実施園にご連絡く
ださい。

実施施設

水口子育て支援センター	 ☎･ Fax65-5511
土山にこにこ園（保育園）	 ☎･ Fax66-0165
甲賀西保育園	 ☎88-2242
	 Fax88-2248
甲南東保育園	 ☎･ Fax86-2420
信楽にこにこ園（保育園）	 ☎･ Fax82-0427
（「にこにこ園」とは幼保一元化園の通称です）

※�お問い合わせは直接上記の実施園にご連絡く
ださい。

実施施設

私

公

立

立

園

園

　水口医療センター敷地内に進めていまし
た介護老人保健施設ケアセンターささゆり
の建築工事がこのほど完了しました。
　ケアセンターささゆりでは、４月１日か
ら居宅における生活への復帰をめざす施設
として、長期・短期入所サービスのほか、通
所リハビリテーション、居宅介護支援サー
ビスを行います。
　今回、開設に先立ち、地域の皆さんを対象
とした内覧会を開催しますので、ぜひお越
しください。

　  ●日時：３月25日（日）10時～ 15時
　　　　　　※申込不要

「ケアセンターささゆり」
内覧会開催

水口医療センター
☎62-3366　Fax62-3347

問い合わせ

―
限
度
額
適
用
認
定
証
の
ご
利
用
を
―

　
こ
れ
ま
で
は
高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
、

ひ
と
月
の
窓
口
負
担
が
自
己
負
担
限
度
額
以

上
に
な
っ
た
場
合
、い
っ
た
ん
そ
の
額
を
お

支
払
い
い
た
だ
い
た
後
で
高
額
療
養
費
と
し

て
お
返
し
し
て
い
ま
し
た
が
、平
成
24
年
４

月
１
日
か
ら
は
限
度
額
適
用
認
定
証
を
提
示

す
れ
ば
、ひ
と
月
の
各
医
療
機
関
等
の
窓
口

で
の
お
支
払
い
が
一
定
の
金
額
に
と
ど
め
ら

れ
ま
す
。

　
限
度
額
適
用
認
定
証
は
、事
前
に
申
請
し
、

交
付
を
受
け
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
申
請
方

法
に
つ
い
て
は
次
の
と
お
り
で
す
。

国
民
健
康
保
険
に
ご
加
入
で

高
額
な
外
来
診
療
を
受
け
る
皆
さ
ん
へ

○
申
請
場
所

　
市
役
所
保
険
年
金
課　
ま
た
は

　
旧
支
所
の
地
域
市
民
セ
ン
タ
ー

○
持
参
す
る
も
の

　
保
険
証

　

�

課
税
証
明
書（
平
成
23
年
１
月
１
日

に
甲
賀
市
に
住
所
の
な
い
方
）

問
い
合
わ
せ

　
保
険
年
金
課　
国
保
年
金
係

　
　
　
　
　
　
☎
６
５
‐
０
６
８
８

　
　
　
　
　
　
Fax
６
３
‐
４
６
１
８　

～安定した制度で高齢者医療を守るために～
後期高齢者医療の医療費について

平成20年度から平成22年度までの医療費の状況

１人当たり
平均医療費は…

総額　1,112億円 823,333円／人

総額　1,183億円 853,187円／人

総額　1,257億円 882,206円／人

伸び率 6.38％（＋71億円） 伸び率 3.63％（全国2位）

伸び率 6.26％（＋74億円） 伸び率 3.40％（全国2位）

平成20年度 平成20年度

平成21年度 平成21年度

平成22年度 平成22年度

　滋賀県の後期高齢者医療制度に加入されている方の医療費は、下の図のように大変大きく伸びています。
　病気やケガの治療はとても大切なことですが、今後も医療費は増加することが予想され、医療費適正化対策の
充実、保険料率の見直しが必要とされています。
　広域連合では、医療機関請求内容の確認、保健指導など医療費の適正化に努めています。健康的な生活習慣は
もちろんのこと、病気の早期発見・早期治療、ジェネリック医薬品の活用や、同じ病気で複数医療機関の受診を控
えるなど、被保険者一人ひとりが取り組みましょう。

	保険年金課　後期高齢者医療係　☎65-0689　Fax63-4618
  滋賀県後期高齢者医療広域連合　☎077-522-3013　Fax077-522-3023	問い合わせ

料金
0、1、2歳児 ３，000円
3、4、5歳児 ２，000円

　※年齢は4月1日現在の満年齢です。
　※延長料金30分毎に300円
　※年度途中に誕生日がきても、利用料金が変わることはありません。
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土山小学校で２
月20日、６ 年 生 児
童39名 が、卒 業 を
記念して茶の木を
植樹しました。

同校の同窓会が、
特産である土山茶
を知り、地域に誇り
を持つとともに、小
学校で過ごした思
い出をいつまでも
大切にしてほしい
と茶の木の植樹を
提案し、「ヤブキタ」
と在来種４株を贈
りました。

この木は、切りそ
ろえずに自然に伸ばしていくもので、児童は、「大き
くなあれ」と声をかけながら心を込めて植えました。
「卒業後、みんなで集まって、また見てみたい」と、

記念樹を囲んだ再会の日を楽しみにしていました。

甲
賀
市
史
第
２
巻「
甲
賀
の
中
世
」の
刊
行
を
記
念

し
た
講
演
会
が
、２
月
26
日
、甲
南
忍
の
里
プ
ラ
ラ
で

行
わ
れ
、約
２
０
０
名
の
歴
史
フ
ァ
ン
が
集
ま
り
ま
し

た
。市

史
の
編
集
に
携
わ
っ
た
奈
良
大
学
文
学
部
教
授

河か
わ
内う
ち
将ま
さ
芳よ
し
氏
、京
都
大
学
非
常
勤
講
師
尾お

下し
た
成し
げ
敏と
し
氏
を

講
師
に
招
き
、甲
賀
の
中
世
に
つ
い
て
、文
献
な
ど
を

紹
介
し
な
が
ら
詳
し
く
説
明
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
者
は
中
世
戦
国
の
世
の
甲
賀
に
思
い
を
馳
せ

な
が
ら
熱
心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
た
、会
場
で
は
市
史
の
先
行
販
売
も
行
わ
れ
、多

く
の
人
が
買
い
求
め
て
い
ま
し
た
。

茶の木の植樹で
　　　　思い出づくり

甲
賀
の
中
世
を
ひ
も
と
く

土山小学校・卒業記念植樹

第２回「しがらき健康塾」野菜栽培学習会

甲賀市史第２巻
刊行記念講演会

▲講演に聞き入る参加者

▲思い出を込めて植樹する
土山小学校児童　　　

▲リズムに合わせて運動する参加者

　
住
民
の
健
康
意
識
を
高
め
よ
う
と
、信
楽
中
央
病
院
が

今
年
１
月
か
ら
始
め
た
、生
活
習
慣
病
に
つ
い
て
学
ぶ
連

続
講
座
の
２
回
目
が
、２
月
15
日
に
開
催
さ
れ
、地
域
の

人
な
ど
26
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　
腹
囲
や
血
糖
値
な
ど
の
測
定
の
ほ
か
、今
回
は「
血
糖

と
食
事
」を
テ
ー
マ
に
医
師
や
栄
養
士
か
ら
講
義
を
受

け
、食
事
方
法
な
ど
具
体
的
な
ア
ド
バ
イ
ス
に
、参
加
者

は
熱
心
に
メ
モ
を
と
っ
て
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、缶
コ
ー
ヒ
ー
と
同
カ
ロ
リ
ー
の
糖
分
を
ス

テ
ィ
ッ
ク
砂
糖
で
再
現
す
る
実
験
や
、い
す
を
利
用
し
た

運
動
も
行
わ
れ
、生
活
習
慣
を
見
直
す
機
会
と
な
り
ま
し

た
。

　
　
◦
日
時
／
毎
月
第
３
水
曜
日　
14
時
～
15
時

　
　
◦
場
所
／
信
楽
保
健
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
※
初
回
の
方
の
み
テ
キ
ス
ト
代
３
０
０
円

地
域
の
病
院
で

　
　
　
健
康
法
を
学
ぶ

　
第
７
回
甲
賀
市
美
術
展
覧
会
が
、２
月
25
日
か
ら

３
月
４
日
ま
で
、あ
い
こ
う
か
市
民
ホ
ー
ル
と
碧
水

ホ
ー
ル
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

立
体・
書・
平
面・
工
芸・
写
真
の
５
部
門
に

２
７
４
点
の
応
募
が
あ
り
、審
査
の
結
果
全
作
品
が

入
選
し
、展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
場
に
は
、日
頃
の
創
作
活
動
の
成
果
で
あ
る
多

彩
な
作
品
が
並
び
、来
場
者
は
、個
性
豊
か
な
作
品

の
鑑
賞
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
各
部
門
の
甲
賀
市
長
賞
受
賞
者
は
次
の
皆
さ
ん

で
す
。（
敬
称
略
）

　
◦
立
体
／
牛う
し
原は
ら　
龍
り
ゅ
う
い
ち一  「
絆“KIZU

N
A

”」

　
◦
書　
／
臼う
す
田だ　
雅ま
さ
子こ  「
静
中
動
」

　
◦
平
面
／
福ふ
く
澤ざ
わ　
昭あ
き
吉よ
し  「
静
寂
」

　
◦
工
芸
／
清し

水み
ず　
修お
さ
美み  「
み
ず
辺
」

　
◦
写
真
／
田た

中な
か　
乙お
つ
美み  「
フ
ィ
ニ
ッ
…
シ
ュ
」

　
「
農
産
物
直
売
所
」へ
の
出
荷
に
向
け
た
春
夏
野
菜
の
栽
培

学
習
会
が
、２
月
29
日
と
３
月
１
日
に
、小
川
会
館
と
甲
南
情

報
交
流
セ
ン
タ
ー
、Ｊ
Ａ
こ
う
か
本
所
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
市
で
は
、市
内
で
生
産
履
歴
の
あ
る
野
菜
を
、安
心・安
全
な

「
甲
賀
野
菜
」と
位
置
付
け
、ブ
ラ
ン
ド
化
を
進
め
て
い
ま
す
。

　
学
習
会
は
、甲
賀
地
域
農
業
セ
ン
タ
ー
が
主
催
し
、市
内
の

野
菜
生
産
者
を
中
心
に
全
体
で
２
０
０
名
を
超
え
る
参
加
者

が
あ
り
ま
し
た
。

　
需
要
が
あ
る
も
の
の
ほ
か
、コ
ン
ニ
ャ
ク
や
か
ん
ぴ
ょ
う
な

ど
地
域
性
の
あ
る
野
菜
の
栽
培
方
法
や
ポ
イ
ン
ト
、農
薬
の
適

正
使
用
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、参
加
者
は
熱
心
に
メ
モ
を

と
っ
て
い
ま
し
た
。

　サントピア水口共同福祉施設で、３月６日、「サ
ントピアミュージックフェスタ」が開かれ、甲賀市
勤労青少年ホームで練習に励むバンドを中心に11
のグループが出演しました。
　高校生バンドからお父さん世代のバンドまでと
幅広い年齢層の出演者が、ロック、ジャズ、アカペ
ラ、ギターアンサンブル、ダンスなど多彩なステー
ジを繰り広げました。
　激しいステージや美しい歌声、なじみのある曲
で会場を盛り上げるなど、それぞれの魅力あふれ
る演奏に、観客からは惜しみない拍手が送られま
した。

さまざまなジャンルの
音楽があふれる安

心
・
安
全
な「
甲
賀
野
菜
」の

　
　
　
　
　
　
　
　
充
実
を
め
ざ
し
て

個
性
豊
か
な
力
作
並
ぶ

第７回甲賀市美術展覧会

▲図や写真などで分かりやすい説明が行われる

▲創作活動の成果が並ぶ会場

▲練習の成果を発表する高校生バンド　

サントピアミュージックフェスタ

信楽中央病院
☎82-0249　Fax82-3060

問い合わせ・申し込み
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平成24年度　軽自動車税の減免申請の受付について
　軽自動車税には、身体障がい者・精神障がい者・知的障がい者・戦傷病者の方に対する減免制度があります。
　ただし、申請者の要件には細かな規定があり、減免が受けられない場合もございますので、詳しい内容につ
きましてはお問い合わせください。

◎�平成24年４月１日時点で、自動車検
査証上の所有者が障がい者の方本人
の軽自動車

◎身体障がい者が18歳未満の場合で、生計同
一者が所有する軽自動車

◎精神障がい者・知的障がい者の場合で、生計
同一者の所有する軽自動車

◎障がい者のみの世帯で構成される為に、障が
い者の常時介護者が使用する軽自動車

※減免を受けることができるのは、手帳を持つ
人１人につき、普通自動車・軽自動車・バイク
のいずれか１台のみです。

平成24年４月２日（月）
　　　　　　～５月24日（木）

※減免決定までに時間を要するため、申請され
ても一旦お支払いいただく場合があります
ので、できるだけ４月中に申請してくださ
い。

※申請期間を過ぎると受付できません。

◎�減免申請書（税務課および旧支所の
地域市民センターに備え付け）

◎�障害者手帳（身体障害者手帳、精神障害者保
健福祉手帳、療育手帳、戦傷病者手帳のいず
れか該当するもの）

◎主に運転する人の運転免許証
◎該当車両の車検証
◎印鑑（本人のもの）
◎軽自動車税納税通知書（届いている場合の

み）

※「生計同一及び常時介護者」の場合は上記以
外に別途書類が必要になります。

税務課および旧支所の各地域市民
センター

税務課　市民税係
  ☎65-0679　Fax63-4574問い合わせ

　
平
成
24
年
４
月
か
ら
、土
山
町
の
地
域
で
家
庭
か
ら
出
る

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル・発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
の
収
集
日
が
次
の
と
お

り
変
わ
り
ま
す
。

　

  

◇
鮎
河・山
内
学
区	

第
１
木
曜
日

　

  

◇
土
山
学
区	

第
２
木
曜
日

　

  

◇
大
野
学
区	

第
３
木
曜
日

　
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
は
貴
重
な
資
源
で
す
。
捨
て
る
と
き
は
、

キ
ャ
ッ
プ
と
ラ
ベ
ル
を
取
り
除
い
て
、中
身
を
出
し
、水
洗

い
し
て
か
ら
集
積
所
に
備
え
付
け
の
専
用
網
袋
に
入
れ
て

い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

　
な
お
、そ
の
他
の
品
目
は
今
ま
で
ど
お
り
で
す
。
詳
し
く

は
、３
月
中
旬
に
新
聞
折
込
等
で
配
布
し
ま
す
甲
賀
市
ご
み

カ
レ
ン
ダ
ー
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

土
山
地
域
の

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル・発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル

収
集
日
が
変
わ
り
ま
す

　
市
で
は
、現
在
、可
燃
指
定
ご
み
袋（
大・
小
）、廃
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
類
専
用
指
定
ご
み
袋（
大・
小
）の
４
種
類
を
販
売
し
て
い
ま

す
。
そ
れ
ぞ
れ
、10
枚
を
１
袋
と
し
て
外
袋
に
入
れ
、上
部
切
り

取
り
線
よ
り
取
り
出
す
方
法
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、以
前
か
ら
、

一
枚
ず
つ
取
り
出
せ
る
よ
う
に
し
て
欲
し
い
と
の
声
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。

　
そ
う
い
っ
た
声
に
お
応
え
し
て
、平
成
24
年
４
月
以
降
生
産
分

の
指
定
ご
み
袋
か
ら
、取
り
出
し
方
法
を
変
更
す
る
こ
と
に
な
り

ま
し
た
。
変
更
後
は
、外
袋
上
部
の
一
部
分
を
丸
く
切
り
取
り
、

一
枚
ず
つ
取
り
出
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
す
。
現
在
の
在
庫
が
販

売
完
了
後
、随
時
新
し
い
も
の
を
販
売
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
な
お
、ご
み
袋
の
仕
様
、形
状
お
よ
び
価
格
に
は
変
更
あ
り
ま

せ
ん
の
で
、現
在
ま
で
の
販
売
分
も
引
き
続
き
ご
使
用
い
た
だ
け

ま
す
。

　
販
売
店
舗
は
、市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は
お
電
話
で
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

甲
賀
市
指
定
ご
み
袋
の

取
り
出
し
方
法
が
変
わ
り
ま
す

対象車両

申請期間

持ち物

申請先

こ
こ
ろ
の
風
邪

ひ
い
て
い
ま
せ
ん
か
？

　
「
こ
こ
ろ
の
風
邪
」と
も
言
わ
れ
る
う
つ
病
は
、子
ど
も
か
ら
高
齢

者
ま
で
世
代
を
問
わ
ず
に
発
症
す
る
病
気
で
、お
よ
そ
10
〜
15
人
に

１
人
は
生
涯
の
内
に
う
つ
病
を
経
験
す
る
と
考
え
ら
れ
て
お
り
、誰

も
が
か
か
る
可
能
性
の
あ
る
病
気
で
す
。
放
っ
て
お
い
て
治
る
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
必
ず
治
療
が
必
要
な
病
気
で
す
。

　
う
つ
病
は
放
っ
て
お
く
と
自
殺
に
至
っ
て
し
ま
う
危
険
性
も
あ
る

た
め
、み
ん
な
で
気
づ
き
声
を
か
け
あ
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

　
う
つ
病
で
特
に
か
ら
だ
に
現
れ
る
分
か
り
や
す
い
３
つ
の
症
状

を
、３
つ
の「
い
」と
し
て
ま
と
め
て
い
ま
す
。

こころやからだの不調の相談
※まずはお電話ください。
　受付時間：平日  8時30分〜 17時15分
  〈保健師による個別相談〉
　　健康推進課	 ☎65‐0703
　　長寿福祉課地域支援係	 ☎65‐0699
  〈医師・保健師による個別相談〉
　　滋賀県甲賀保健所	 ☎63‐6148
  〈こころの健康相談〉
　　県立精神保健福祉センター	☎077‐567‐5010
こころの悩み相談
　　滋賀いのちの電話	 ☎077‐553‐7387

　　　受付時間：金・土・日　10時～ 22時

　

こ
れ
ら
が
２
週
間
以
上
続
く

場
合
に
は
専
門
医
の
受
診
を
お

勧
め
し
ま
す
。

　
ま
た
、自
分
で
は
気
が
つ
か
な

い
の
で
、周
り
に
い
る
家
族
や
職

場
の
人
が「
以
前
と
の
変
化
」に

気
づ
き
、必
要
な
時
は
相
談
機
関

（
下
記
掲
載
）や
専
門
医（
ま
た
は

か
か
り
つ
け
医
）へ
つ
な
い
で
く

だ
さ
い
。

　
日
本
で
は
、平
成
10
年
か
ら
毎

年
３
万
人
以
上
の
人
が
自
殺
に

よ
っ
て
亡
く
な
っ
て
お
り
、大
き

な
社
会
問
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
現
状
か
ら
国
は
社

会
全
体
で
自
殺
対
策
の
取
り
組

み
を
行
っ
て
お
り
、当
市
で
も
同

様
に
こ
こ
ろ
の
健
康
づ
く
り
と

し
て
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。

甲賀市の自殺者数と自殺死亡率 (人口10万対）
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〈うつの症状〉
☆身体症状として
　①眠れない
　②食べられない
　③疲れやすい

３つの い は注意が必要

ひとりで悩まないで、
誰かに相談してください。
解決するかもしれません。

〈甲賀市の現状〉
甲賀市でも自殺で亡くなる方
は増えています。

健康推進課　☎65-0703　 Fax63-4591問い合わせ

問
い
合
わ
せ

　
生
活
環
境
課　
廃
棄
物
対
策
係
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指定ごみ袋の取り出し方法

家庭用
○○○ごみ指定袋

甲賀市

現在

切
り
取
り
線

外袋

家庭用
○○○ごみ指定袋

甲賀市

変更後

切
り
取
り
線

外袋
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情報のまど information
　

鳥獣害対策ニュースN
E
W
’S

4 月 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30

催　し
☆夜空旅人（天体観望会）☆

「宵の明星をみてみよう」
〜金星のおはなし〜
●日時／3月24日（土）19時30分〜
21時30分
●場所／かふか生涯学習館
●内容／金星、春の星座などの観望
●申込方法／電話にて下記まで
●申込締切／3月23日（金）先着20名
※天候・人数等により中止する場合が
あります。
申・問／かふか生涯学習館

88-4100／Fax88-5055

「地域発見！参加型
　　　移動博物館」展示案内

　琵琶湖博物館では、琵琶湖と集水域
の自然や歴史、文化を紹介する移動博
物館を作成し、各地で展示を行いま
す。今回は、甲賀合同庁舎において展
示しますので、ぜひお越しください。
●日時／３月２６日（月）～４月６日（金）
８時３０分～１７時１５分（土、日は閉館）

●場所／滋賀県甲賀合同庁舎１階ロ
ビー　※入場無料（自由見学）
問／滋賀県立琵琶湖博物館　企画
調整課

077-568-4811
Fax077-568-4850

　  募　集
平成24年度
みなくち子どもの森

「こいもクラブ」参加者募集
●日時／4〜12月に計8回、主に日曜
の9〜12時（4月22日（日）、5月13日

（日）、6月10日（日）、8月5日（日）、9
月30日（日）、10月6日（土）、11月18
日（日）、12月9日（日））
●場所／みなくち子どもの森　体験
農場
●内容／米作りと餅つき、さといも等
の栽培、里山の生き物観察など四季
を通じた自然体験
●定員／25名（原則として毎回参加の
方。定員超の場合は家族ごとに抽選）。
●対象／小学生〜大人（小学生未満
の同伴はご遠慮ください）
●参加費／家族ごとに年間500円。

材料費を毎回一名300円以内。
●申込方法／ハガキに「こいもクラブ
参加希望」と明記し、参加者全員の氏
名、年齢、住所、電話番号を記入の上、
下記まで。
●申込締切／3月31日（土）必着
申・問／みなくち子どもの森自然館
〒528-0051　水口町北内貴10

63-6712／Fax63-0466

第21回  鈴鹿馬子唄全国大会
出場者募集
　6月17日（日）開催の「鈴鹿馬子唄
全国大会」出場者を募集します。郷土
の民謡をあなたもステージで高らか
に唄ってみませんか。
●会場／あいの土山文化ホール
●出場資格／プロ・アマ問わず誰でも
参加できます。（ただし、過去に優勝さ
れた方は出場できません。）
●申込期限／5月18日（金）
●参加料／一般の部3,000円／少年
少女の部　無料
問・申／あいの土山文化ホール

66-1602／Fax66-1603

　国の調査結果より、滋賀県は糖尿病になる人が多いこと

から、信楽町で糖尿病予防教室を開催しました。40 ～ 70歳

の男女合わせて29名の方が参加されました。

　教室では糖尿病を予防する為には食生活や運動が大切で

あることを説明しました。その後、調理実習で、１食分の適

量を伝え、またエネルギーを消費するための運動を行ない

ました。

　皆さんも生活習慣を見直して、糖尿病を予防しましょう。

〈参加者の感想〉

◦毎日の食事がいかにカロリーオー
バーしているか、改めて知った。

◦薄味の食事が予防につながる。こ
れから気をつけたい。

◦野菜のおかずを多く作るようにし
たい。

◦運動も大切。今日から少しずつ歩
こうと思う。

◦今日学んだ事を生かしていきたい。

 見直そう生活習慣 （糖尿病予防）

　
近
年
市
内
で
も
ア
ラ
イ
グ
マ
に
よ
る

農
作
物
や
生
活
環
境
被
害
が
増
加
し

て
い
ま
す
。
下
図
に
示
す
と
お
り
、市

内
の
い
ず
れ
の
地
域
に
お
い
て
も
市
に

よ
る
捕
獲
頭
数
は
増
加
傾
向
に
あ
り
ま

す
。
ア
ラ
イ
グ
マ
は
春
先
に
木
造
家
屋

の
屋
根
裏
等
に
侵
入
し
、出
産・子
育
て

の
場
所
に
す
る
こ
と
が
あ
る
た
め
、屋

根
裏
で
の
糞
尿
汚
染・悪
臭・鳴
き
声
の

被
害
の
ほ
か
、壁
や
柱
に
爪
跡
を
付
け

た
り
、時
に
は
破
壊
す
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。

　

他
の
野
生
動
物
の
対
策
と
も
共
通

す
る
部
分
は
あ
り
ま
す
が
、ア
ラ
イ
グ

マ
の
侵
入
を
回
避
す
る
ポ
イ
ン
ト
は
左

記
の
と
お
り
で
す
。

①
家
屋
へ
の
入
り
口
と
な
る
よ
う
な
壁

の
穴
な
ど
は
塞
い
で
お
く
。

②
家
屋
へ
の
侵
入
路
と
な
る
よ
う
な
木

の
枝
な
ど
は
切
る
。

③
農
地
や
人
家
の
周
辺
に
、廃
棄
作
物

や
家
庭
ご
み・ペ
ッ
ト
の
餌
の
食
べ

残
し
な
ど
を
放
置
し
な
い
。

　

ア
ラ
イ
グ
マ
は
特
定
外
来
生
物
に

指
定
さ
れ
て
お
り
、市
で
は
檻
設
置
に

よ
る
捕
獲
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
檻
設

置
を
希
望
の
場
合
は
、鳥
獣
害
対
策
室

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

シカの個体数調整を実施します
　農林業被害の軽減を図るため、シカの個
体数調整を昨年３月16日から11月14日
までの許可期間内において関係機関の協
力のもと実施し、659頭を捕獲しました。
平成24年も実施しますので、ご理解･ご協
力をお願い致します。
○捕獲期間　平成24年３月16日
　　　　　　　　　　　〜 11月14日

No.35

ア
ラ
イ
グ
マ
に
ご
注
意
を

健康推進連絡協議会事務局（健康推進課）　☎65-0703　 Fax63-4591問い合わせ

❶�適正体重を維持し、肥満を予防しましょう。
❷バランスのとれた食事を腹八分目にし、
　栄養素の偏りと過食を防ぎましょう。
❸運動不足を改善し、運動習慣のある日常生活に
しましょう。

適正体重（㎏）＝身長（ｍ）×身長（ｍ）×22
〈例〉身長160cmの場合　56.32（kg）＝1.6（m）×1.6（m）×22

＊糖尿病予防ポイント＊

【内　　容】	 甲賀市総合計画基本計画の見直しに係る調査お
よび審議

	 ※�審議会は、夜間の開催を基本に、市役所水口庁
舎において３回程度の開催を予定しています。

【応募資格】	 市内に居住または通勤、通学する満20歳以上 (平
成24年３月１日現在) の方。（ただし、議員、公務
員の方は除きます）

【任　　期】	 委嘱から２年間
	 ※�見直し計画の策定を終え次第、審議会は終了さ

せていただきます。
【募集人員】	 10名以内
【応募方法】	 応募用紙（政策推進室および各地域市民センター

等に設置、ホームページからダウンロードもでき
ます。）に必要事項を記入のうえ、小論文(800字
程度、Ａ４サイズ横書きワープロ可)とともに郵

送してください。FAX、Eメールまたは持参のい
ずれの方法でも結構です。

	 ※小論文のテーマ「元気な甲賀市づくり」
【応 募 先】	 政策推進室または各地域市民センター
【応募締切】	 ４月16日(月)（当日消印有効）
【選考方法】	 応募いただいた方の中から、書類審査により選考

します。
【選考結果】	 選考結果については公開しません。なお、４月下

旬に合格者にのみ結果を通知します。
【そ の 他】	 提出された書類については返還できません。
	 会議は、平日の昼間の時間に開催する場合もあり

ます。
【問い合わせ】	 政策推進室　 65-0670 ／Fax63-4554　
	 〒528－8502　水口町水口6053番地
	 Eメールkoka211000@city.koka.lg.jp

　甲賀市のまちづくりの指針である「甲賀市総合計画」のうち、まちづくりのための各施策の方向を示す
基本計画を見直します。
　昨年も募集いたしましたが、応募者が少なかったため、広く市民の皆さんの意見を伺うためにも、再募
集します。多くの市民の皆さんのご応募をお待ちしております。

募集期間は、３月15日（木）から４月16日（月）です

「甲賀市総合計画策定審議会」委員を再募集します

問
い
合
わ
せ
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アライグマ捕獲実績
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▲糖尿病予防教室の様子

（平成23年度は、2月15日現在数値）
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情報のまど information
子育て支援センターだより子育て支援センターだより

あかちゃんひろば
ぴょんぴょんひろば
キッズランド

０～１歳の未就園児とその保護者
１～２歳半の未就園児とその保護者
２歳半以上の未就園児とその保護者

……
…

…………
※お茶、タオル、着替え、帽子など、各自必要な持ち物をお持ちください。

乳幼児親子対象の催し 4月の予定

4月
水口子育て支援センター

☎ 65-5511
〈利用時間〉月～土 ９：00～17：00

あかちゃんひろば　
▶日　時：17日（火）10：00〜11：30

ぴょんぴょんひろば
▶日　時：10日（火）10：00～11：30

キッズランド「スタンプあそび」
▶日　時：3日（火）10：00～11：30

あかちゃんルーム
▶日　時：2、9、16日（月）13：30〜15：00
▶対　象：生後2、3か月頃からの未就園児

とその保護者
	   2日　H23．11月生まれ
	   9日　H23．12月生まれ
	 16日　H24．1月生まれ

おしゃべり会「こいのぼりを作りながら
子育てについておしゃべりしませんか」
▶日　時：24日（火）10：00〜11：30
▶対　象：3か月から1歳までの未就園児

とその保護者
▶その他：要申込　先着10組

土山子育て支援センター
☎66-0375

〈利用時間〉月～金 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：27日（金）10：00～11：30

ぴょんぴょんひろば「こいのぼり作り」
▶日　時：18日（水）10：00～11：30

キッズランド「こいのぼり作り」
▶日　時：12日（木）10：00～11：30

おひさまポケット
▶日　時：24日（火）11：00〜11：30
▶対　象：0歳からの未就園児とその保護者
▶場　所：フイランソ土山

甲賀子育て支援センター
☎88-8115　 88-8145

〈利用時間〉火～土 ９：00～17：00

あかちゃんひろば「ふれあいあそび」
▶日　時：13日（金）10：00～11：30
▶持ち物：バスタオル

ぴょんぴょんひろば「こいのぼり作り」
▶日　時：24日（火）10：30〜11：30
▶持ち物：はさみ、のり

キッズランド「こいのぼり作り」
▶日　時：17日（火）10：00〜11：30
▶持ち物：はさみ、のり

あかちゃんルーム
▶日　時：6、20、27日（金）10：00〜11：30
▶対　象：0〜1歳までの未就園児とその保護者
▶持ち物：バスタオル

甲南子育て支援センター
☎ 86-0949

〈利用時間〉月～金 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：6日（金）・12日（木）10：00〜11：30
▶対　象：  6日　6か月までの赤ちゃん
	 12日　�7か月から1歳までの赤ちゃん

ぴょんぴょんひろば
▶日　時：10、24日（火）10：00〜11：30
▶対　象：10日　�1歳～1歳8か月頃の未就園児
	 24日　�1歳9か月～2歳半頃の未

就園児

キッズランド「こいのぼりを作ろう」
▶日　時：20日（金）10：00〜11：30
▶持ち物：はさみ、のり、手ふきタオル

ほっこりルーム
▶日�　時：〈9：30～11：30〉　25日（水）
	 〈13：00～15：00〉　3、10、24日

（火）・4、11、18、25日（水）・20日（金）
	 〈13：00～16：00〉　13日（金）
▶対　象：未就園児とその保護者
▶その他：要予約

オープンルーム
▶日　時：�〈9：30～11：30〉　9、16、23日（月）・

3日（火）・4日（水）・5、19、26日（木）
	 〈13：00～15：00〉　9、16、23日

（月）・5、12、19、26日（木）・6日（金）

▶対　象：未就園児とその保護者
※�19日（木）11：00〜11:15はおはなし会もあります

信楽子育て支援センター
☎ 82-2799

〈利用時間〉火～土 ９：00～17：00

あかちゃんひろば
▶日　時：5日（木）10：00〜11：30
▶対　象：0〜1歳のあかちゃんとその保護者
	 妊娠中のお母さんとお父さん

ぴょんぴょんひろば
▶日　時：10、24日（火）10：00～11：30
▶対　象：10日　1歳～1歳8ヶ月
	 24日　1歳9ヶ月～2歳5ヶ月

キッズランド「自由あそび」
▶日　時：6日（金）10：30〜11：30
▶対　象：2歳6か月以上の未就園児とそ

の保護者

じいじ＆ばあばと遊ぼうひろば
「大型布絵本を楽しもう」

▶日　時：11日（水）10：00〜11：30
▶対　象：未就園児とその祖父母

いないいないばあのおへや
▶日　時：19日（木）10：30〜11：30
▶対　象：0～1歳6か月までの未就園児と

その保護者

パパッとあつまれ！
「手形ペッタンこいのぼり作り」

▶日　時：21日（土）10：00〜11：30
▶対　象：未就園児とそのお父さん

親子の自由なスペース
「つどいの広場」

▶開催日時／�火・水・金曜日　10時〜15時
▶場　所／甲南青少年研修センター
▶対　象／�市内在住おおむね0〜3歳のお

子さんと保護者　※参加無料
問／社会福祉課　児童家庭支援係

65-0705／ Fax63-4085 家庭教育支援事業
こども未来課
問・申／ 86-8171／Fax86-8380
★親子ふれあい食育講座

『お出かけ気分で、簡単ランチ』
●日時／17日（火）10：30〜12：00
●場所／かえで会館（甲南町）
●対象／2歳半以上児とその保護者
●定員／要申込・12組
●持ち物／エプロン、三角巾、手ふき
タオル、上ぐつ（子どものみ）、お弁当
箱、はし等、お茶、ピクニックシート
●参加費／500円／親子1組

★乳幼児おはなし広場
　（同じ内容で２回開催）
●日時／24日(火)	10:30〜10:50
		  11:00〜11:20
●場所／水口図書館
●対象／0・1・2歳児とその保護者

児童館事業
★にんくる子育て広場

『くるくるバルーン作り』
問・申／ 88-5692／Fax88-5696
●日時／20日（金）10：00〜11：30
●場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
●定員／15組・要申込

★かえで子育て広場
『楽しいおりがみ』

問・申／ 86-4363
●日時／19日（木）10：30〜11：30
●場所／かえで会館
●定員／15組・要申込
●持ち物／折り紙10枚、のり、はさみ

★たけのこ子育て広場『のびっこ』
『おもちゃ作り』

問・申／ 82-2361／Fax82-3616
●日時／16日（月）10：00～12：00
●場所／たけのこ児童館（西教育集
会所）
●定員／要申込・先着10名

お知らせ

1日年金相談所
　平成24年度上半期の一日年金相
談所開設日は次のとおりです。
●開設日／4月12日（木）、5月10日

（木）、6月14日（木）、7月12日（木）、8
月9日（木）、9月13日（木）
●場所／水口社会福祉センター　2
階中会議室
※予約制ですので、事前に草津年金
事務所へ申し込みをお願いします。予
約後、受付票（ハガキ）が送付されます
ので日時、持ち物等ご確認下さい。
問・申／草津年金事務所

077-567-1383（予約専用）
077-567-1311（お客様相談室）

Fax077-562-9638（予約専用FAX）
保険年金課

65-0688／Fax63-4618
（市役所へは予約申し込みはできません）

「にんくる土曜塾」
●日時／4月14日(土）10時〜11時30分
●場所／にんくる児童館（相模教育集会所）
●内容／『ペットボトル空気砲を作っ
てあそぼう』
●持ち物／ペットボトル(1.5ℓ)

●定員／先着10名
●申込締切／4月11日（水）
問・申／にんくる児童館

88-5692／Fax88-5696

法律相談
①日時／3月15日（木）13時〜16時
　場所／甲賀市役所　甲南庁舎
②日時／3月22日（木）13時〜16時
　場所／水口社会福祉センター
③日時／4月5日（木）13時〜16時
　場所／�老人福祉センター　フィラ

ンソ土山
※相談は予約制で、開催日の2週間前より
受け付けます。先着6名（1人30分）です。
●相談員／滋賀県弁護士会所属の弁護士
＊相談は無料で秘密は厳守します。
問・申／甲賀市社会福祉協議会

62-8085／Fax63-2021

要介護認定・要支援認定
更新手続きのご案内
　現在、要介護・要支援認定を受けて
おられる方で介護保険被保険者証に
書かれている有効期間が平成24年3
月31日までの方には、更新申請書を
2月初旬に送付させていただきまし
た。今後も継続して介護保険サービス

の利用をご希望の方で、更新申請手
続きがお済みでない方は、平成24年
3月30日（金)までのなるべく早い時
期に最寄りの地域市民センター（旧支
所庁舎）または市民窓口センター、水
口社会福祉センター内の長寿福祉課
で手続きを行ってください。
問／長寿福祉課　介護保険係

65-0697／Fax63-4085

平成２４年度
固定資産税評価額の縦覧
　ご自分の土地や家屋の評価額が適
正であるかを判断するため、縦覧帳簿
で他の土地・家屋の価格と比較するこ
とができます。縦覧できる方は、市内
に土地・家屋を所有される固定資産税
納税者本人か、委任状により委任を受
けた方に限ります。
●日時／４月２日（月）～５月３１（木）
８時３０分～１７時１５分（ただし土・日曜
日、祝日は除く）
●場所／市役所水口庁舎　税務課
※縦覧の際には本人確認ができるもの

〔運転免許証や固定資産税納税通知書
（５月中旬発送予定）など〕と印鑑をご
持参ください。
問／税務課　資産税係

65‐0680／Fax63‐4574

3 月 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土 日 月 火 水 木 金 土
1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 31

乳幼児期の子どもを持つ保護者の方が、親子の絆を深め心豊かな子どもを育てていくことを応援するため、市内の施設でい
ろいろな事業を行っています。
※参加対象は市内の未就学児とその保護者です。どの地域の活動にも参加していただけます。
※講座の詳しい内容は各担当にお問い合わせください。

　子育て支援センターは、乳幼児期の子どもさ
んと子育て中のお母さん、お父さん、おばあ
ちゃん、おじいちゃんが、ほっと安心できたり、
元気がでたりするところです。親同士がゆっ
くり語り合える子育て仲間と出会い、お友達と
の交流を通して子どもがお互いに育ちあうと
ころでもあります。
　市内在住の方ならどなたでも利用できます。
お気軽にお越しください。

　子育て相談　　子育ての悩みや不安など、
どんなことでも一人で悩まずご相談 ください。

（電話・FAX・来所いずれでも結構です。）	
　子育て広場　　誰でも気軽に参加でき、ふ
れあえるひろばです。季節のあそびを楽しん
だり、身近な地域への出前ひろばもしていま
す。お父さん、おばあちゃん、おじいちゃんの
参加も心よりお待ちしています。
名称：あかちゃんひろば、ぴょんぴょんひろば、
キッズランド
　子育て講座　　子育てをしていく中で大切

にしたいことを学ぶ講座を開催しています。
また、子育て中の保護者の方にほっとしてもら
えるリフレッシュ講座もあります。（講座に
よって託児有）

　子育てサークルの支援　　子育てサーク
ルの立ち上げのお手伝いをしています。

　子育て情報の提供　　子育てに関するい
ろいろな情報を提供しています。

◆甲賀市支援センターでは
　地域の子育てを応援しています

※�場所の掲載がないものは、各子
育て支援センターで行います。

※�子育て広場の対象は、右記のと
おりです。お気軽におこしくだ
さい。
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催し

7 土 14:00～14:30 おはなし会

14 土 14:00～14:30 おはなし会

移動図書館 	 地域	 小学校

9 月 　松尾・岩上方面 −　

10 火 　柏木・伴谷方面 −　

11 水 　伴谷方面 −　

17 火 　貴生川方面 −　
＊4月は小学校の巡回はありません

催し

6 金 13:30～15:30 対面朗読　＊事前予約要

14 土 11:00～11:30 おはなし会　＊乳幼児向け

15 日 11:00～ ふるるえいがかい
「月夜のみみずく」

15 日 14:00～ ふるる日曜名画座
「ソフィーの世界」

20 金 13:30～15:30 対面朗読　＊事前予約要

27 金 14:00～14:20 紙芝居を楽しもう

28 土 14:0０～14:30 おはなしたまてばこ
おはなしかい

移動図書館 	
＊4月の巡回はありません

催し

14 土 16:00～16:30 おはなし会

28 土 16:00～16:30 おはなし会

移動図書館 	 	 小学校

18 水 長休み 鮎河小学校

18 水 昼休み 山内小学校

催し

5 木 11:00～11:30 おはなし会　＊乳幼児向け

14 土 15:00～16:00 おはなし会

22 日 15:00～16:00 ティータイム・ピアノコンサート

28 土 15:00～16:00 おはなし会

移動図書館 	
＊4月の巡回はありません

催し

14 土 14:00～15:00 おはなし会と工作

22 日 14:00～15:50 日曜映画会「ブタ
がいた教室」

23 月 11:00～11:30 おはなし会　＊乳幼児向け

28 土 11:00～11:30 おはなし会

移動図書館 	 地域	 小学校

10 火 　佐山方面 −　
17 火 　大原方面 −　
24 火 　油日方面 −　
＊4月は小学校の巡回はありません

水
口
図
書
館

甲
南
図
書
交
流
館

土
山
図
書
館

信
楽
図
書
館

甲
賀
図
書
情
報
館

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

日 月 火 水 木 金 土

1 2 3 4 5 6 7
8 9 10 11 12 13 14
15 16 17 18 19 20 21
22 23 24 25 26 27 28
29 30

開館時間：10：00～18：00
☎63-7400  Fax63-4737

開館時間：10：00～18：00
　　　　（金曜日は21：00まで）
☎86-1504  Fax86-1505

開館時間：10：00～18：00
☎66-1056  Fax66-1067

開館時間：10：00～18：00
☎82-0320  Fax82-3921

開館時間：10：00～18：00
☎88-7246  Fax88-7005

4月図書館だより

甲賀市図書館ホームページ
http://lib.city.koka.shiga.jp/

新移動図書館車の愛称決定
「ぶっくるん」

新しい移動図書館車の愛称募集に
は、小学生はじめ市民の皆さんから
681 点もの応募をいただき大変あ
りがとうございました。

その中から、地域や学校に夢を運
び、長く市民の皆さんに親しんでい
ただける名前として、伴谷小学校の
児童がつけてくれた「ぶっくるん」
が選ばれました。

覚えやすく、本を載せてやってく
る！という楽しいイメージがふくら
む名前をもらった「ぶっくるん」は、
これまでの車よりたくさんの本を積
んで、４月から水口・信楽地域を走
ります。

土山・甲賀・甲南地域を巡回して
いる「ほんバス」とあわせて、たく
さんのご利用をお待ちしています。

＊移動図書館は都合により変更になる場合があります。詳しくは各図書館にお問い合わせください。

らいぶ らりん

●：休館日　〇：閉館作業日

相

談

コ

ー

ナ

ー

4月

■人権なんでも相談
　法務大臣が委嘱した人権擁護委員が、日常
生活での悩みごとや心配ごとのほか、地域や
職場でのトラブルや差別など、様々な相談に
応じます。申し込みは不要です。

開催日／場所
◦	  2日（月）	�甲賀大原地域市民センター1階

第1相談室
◦	  5日（木）	土山開発センター2階談話室
◦	12日（木）	水口社会福祉センター2階相談室
◦	13日（金）	信楽開発センター1階会議室F
◦	17日（火）	甲南庁舎2階団体室
時間／13：30～16：00
問／人権推進課　☎65-0694　Fax63-4582

■男女の悩みごと相談
　家庭や地域・職場での人間関係、男女間の
トラブルなど、暮らしの中での様々な悩みごと
に応じます。

相談窓口／☎65-0751

開催日／
◦	�  2日（月）・  4日（水）・  6日（金）
	   9日（月）・11日（水）・13日（金）
	 16日（月）・18日（水）・20日（金）
	 23日（月）・25日（水）・27日（金）
場所／水口庁舎１階人権推進課内相談室
時間／９：00～16：00
※�相談方法：電話または面接相談（面接相談
は事前予約が必要）

問／人権推進課　☎65-0695　Fax63-4582

■行政相談
　総務省が委嘱した行政相談委員が国の仕事
や特殊法人の業務について相談に応じます。申
し込みは不要です。

滋賀行政評価事務所「行政苦情110番」
	 	 ☎0570-090110
	 	 Fax077-525-1149

開催日／場所
◦	�  2日（月）	 水口社会福祉センター
◦	 6日（金）	 土山開発センター
◦	12日（木）	 かふか生涯学習館
◦	18日（水）	 信楽開発センター
◦	20日（金）	 甲南庁舎2階団体室
時間／13：30～16：00
問／生活環境課	 ☎65-0686　Fax63-4582

■結婚相談
　市が委嘱した結婚相談員が結婚を希望され
る方の相談に応じます。申し込みは不要です。
※�平成24年度より結婚相談の充実化を図るため、
相談場所を水口庁舎にて一本化いたします。
ご了承ください。

開催日／7日（土）・21日（土）
場所／水口庁舎南別館１階、
時間／13：00～16：00
問／農業振興課　☎65-0711　Fax63-4592

■教育相談
　主に小・中学生に関する悩みごとや困りご
とについて、臨床心理士等の専門相談員が相
談に応じます。予約制となっています。

場所／学校、市役所甲南庁舎、甲賀市適応指
導教室など（ご相談ください）
問／学校教育課（こども教育支援係）
☎86-8100　Fax86-8196
問い合わせ受付時間／
　土・日・祝日を除く ８：30～17：15

■就労相談
　就職・転職のための情報提供や公共職業安
定所への取り次ぎを行います。また、雇用保険
の受給者の方の就職活動としてもご利用いた
だけます。申し込みは不要です。
午前  開催日／場所
◦3日・10日・17日・24日（火）	 かえで会館
◦4日・11日・18日・25日（水）	 梅田会館
◦4日・11日・18日・25日（水）	 西教育集会所
◦5日・12日・19日・26日（木）	 牛飼教育集会所
◦5日・19日（木）	 清和会館
◦10日・24日（火）	 新城教育集会所
◦11日・25日（水）	 伴谷公民館
◦12日・26日（木）	 土山地域市民センター
時間／９：30～11：30
午後  開催日／場所
◦3日・17日（火）	 宇川会館
◦4日・18日（水）	 水口中央公民館
◦4日・18日（水）	 かふか生涯学習館
◦6日・20日（金）	 泉教育集会所
◦6日・20日（金）	 相模教育集会所
◦6日・13日・20日・27日（金）	信楽開発センター
◦11日・25日（水）	 上野教育集会所
◦13日・27日（金）	 大久保教育集会所
時間／13：30～15：30
問／商工政策課　☎65-0710　Fax63-4087

相
談
は
無
料
で
す
の
で
、お
気
軽
に
お
越
し
く
だ
さ
い
。
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『広報あいこうか』の名称は市民憲章のそれぞ
れの頭文字を並べてできる「あい　こうか」か
ら名付けています。市民憲章とともに皆さんに
親しまれる広報紙をめざします。

「広報あいこうか」がホームページでも
ご覧いただけます！

甲賀市ホームページ　
http://www.city.koka.lg.jp/

甲南庁舎　
甲賀市甲南町野田８１０番地
【上下水道部】
　 ０７４８－８６－８０００　　 ０７４８－８６－８０３２
【教育委員会】
　 ０７４８－８６－８００２　　 ０７４８－８６－８３８０
市民窓口センター　
甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６２－１６２１　 　   ０７４８－６３－４０８６
土山地域市民センター　
甲賀市土山町北土山１７１５番地
　 ０７４８－６６－１１０１　　    ０７４８－６６－１５６４
甲賀大原地域市民センター　
甲賀市甲賀町相模１７３番地１
　０７４８－８８－４１０１　　   ０７４８－８８－３１０４
甲南第一地域市民センター　
甲賀市甲南町野田８１０番地
　 ０７４８－８６－４１６１　 　   ０７４８－８６－８０２９
信楽地域市民センター　
甲賀市信楽町長野１２０３番地
　 ０７４８－８２－１１２１　　    ０７４８－８２－３４１５

甲賀市役所　
〒５２８-８５０２  甲賀市水口町水口６０５３番地
　 ０７４８－６５－０６５０　　 ０７４８－６３－４５５４

編集 ・発行

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎

Fax☎
※上記４つの地域市民センターは、旧支所の地域
市民センターで、従来の支所機能を有します。
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２０１
2
年

3
月15

日
号

2012.3.15
発
　
行

N
o.
162 当

社
は
、住
江
織
物
株
式
会
社
の
機

能
資
材
事
業
部
門
と
し
て
、主
に
ポ
リ

エ
ス
テ
ル
の
カ
ー
ペ
ッ
ト
用
原
糸「
ス
ミ

ト
ロ
ン
」や
自
動
車
用
カ
ー
ペ
ッ
ト
な
ど

を
製
造
し
、皆
さ
ん
の
快
適
な
暮
ら
し

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

裏
加
工
に
よ
り
車
体
へ
の
装
着
性
が

向
上
し
、遮
音
性
、防
水
性
に
優
れ
た

当
社
の
製
品
は
、国
内
の
全
て
の
自
動

車
メ
ー
カ
ー
に
採
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
ス
ミ
ト
ロ
ン
」は
、原
料
に
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
の
再
生
チ
ッ
プ
を
７
割
使
用
し
た

三
次
元
捲
縮
の
長
繊
維（
B
C
F
）で
、

防
汚
性
な
ど
優
れ
た
機
能
性
が
あ
り
ま

す
。
皆
さ
ん
が
よ
く

目
に
さ
れ
る
タ
イ
ル
カ

ー
ペ
ッ
ト
に
も
使
用
さ

れ
、エ
コ
マ
ー
ク
認
定

商
品
と
し
て
販
売
さ

れ
て
い
ま
す
。

世
界
に
先
駆
け
た
挑
戦

ポ
リ
エ
ス
テ
ル
で
長
繊
維
を
作
る
こ

と
は
難
し
く
、ま
だ
ま
だ
世
界
で
は
技
術

確
立
の
遅
れ
て
い
る
分
野
で
す
。
特
に

カ
ー
ペッ
ト
用
の
も
の
は
、当
社
が
世
界

に
先
駆
け
て
量
産
化
に
成
功
し
、リ
サ
イ

ク
ル
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
B
C
F
の
生
産
量

は
、国
内
で
ト
ッ
プ
を
誇
って
い
ま
す
。

技
術
を
生
か
し
新
し
い
取
り
組
み
を

他
に
も
、今
あ
る
技
術
を
生
か
し
て

様
々
な
製
品
を
製
造
し
て
い
ま
す
。

そ
の一つ
に
、燃
え
て
も
有
毒
ガ
ス
が

発
生
し
な
い
ポ
リ
オ
レ
フ
ィ
ン
を
使
用

し
た
ル
ー
フ
ィ

ン
グ
材（
屋
根

瓦
の
下
に
敷
く

防
水
シ
ー
ト
）

が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
ま

だ
数
％
し
か
使

用
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
が
、機
能
性
、環
境
面
か
ら
も
こ
れ

か
ら
ま
す
ま
す
需
要
が
増
え
て
く
る
も

の
と
考
え
て
い
ま
す
。

イ
ン
テ
リ
ア
市
場
は
、こ
の
15
年
で

半
分
に
落
ち
込
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
厳

し
い
状
況
だ
か
ら
こ
そ
、既
存
の
事
業

に
と
ら
わ
れ
ず
、今
後
も「
先
取・創
造
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
、新
し
い
取
り
組
み
に
挑

戦
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
代
表
取
締
役　
吉よ
し
田だ　
伸し
ん
次じ 

氏
談
）

甲賀ポン蔵　©2008 甲賀市工業会

＊�このコーナーでは、甲賀市工業会に
加盟されている、ものづくり企業を
紹介していきます。

▲お話を伺った
　吉田代表取締役

甲賀市工業会事務局（商工政策課）
☎65-0709　Fax63-4087

甲賀市工業会についての問い合わせ
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立
：
昭
和
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年

従
業
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数
：
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名

所
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地
：
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賀
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保
53
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５

☎
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５
７
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７  

Fax
８
８
‐
５
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２
９

D
A
TA

▲自動車用カ
ーペット製造
工程

製品の一例▶

環境に優しい素材で快適な暮らしに貢献

住
す み

江
の え

甲賀株式会社
http://suminoe.jp/
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今回、市美術展やサントピアミュージックフェスタなど、日頃の創
作活動や練習の成果を発表する場へ取材に行き、音楽や作品を通し
て、自分の思いを表現することの素晴らしさを感じました。

ミュージックフェスタでは、様々なジャンルの演奏を聴くことがで
きました。一人ひとりが本当に楽しそうに演奏されていたのが印象
的で、グループで呼吸を合わせて奏でる深みのある音楽に感動しま

した。
美術展では、多彩な表現方法で作成された個

性豊かな作品の数々を見ることができました。
多くの方の成果を目の当たりにし、私も来年

こそ美術展の出品を目標に、作品づくりに挑戦
しようと思います。い

鳥 カワセミ

甲賀市の花・木・鳥

木 スギ花 ササユリ

□国民健康保険税（12期）
□保育料・幼稚園使用料
□介護保険料（12期）
□後期高齢者医療保険料
□公共下水道使用料・
　 農業集落排水施設使用料・
　 処理施設使用料

◦ 今月の納税等 ◦

納期限は4月2日（月）です
市税等の納付には、便利な「口座振替」をご利用ください。
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